
一

令
和
六
年
五
月
二
十
三
日（
木
曜
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
開
議

　
出
席
委
員

　
　
　
会
長　
森　
　
英
介
君

　
　
　
幹
事　
加
藤　
勝
信
君　
幹
事　
小
林　
鷹
之
君

　
　
　
幹
事　
寺
田　
　
稔
君　
幹
事　
中
谷　
　
元
君

　
　
　
幹
事　

田　
　
元
君　
幹
事　

坂　
誠
二
君

　
　
　
幹
事　
馬
場　
伸
幸
君　
幹
事　
北
側　
一
雄
君

　
　
　
　
　
　
青
山　
周
平
君　
　
　
　
井
出　
庸
生
君

　
　
　
　
　
　
井
野　
俊
郎
君　
　
　
　
井
上　
貴
博
君

　
　
　
　
　
　
伊
藤　

也
君　
　
　
　
石
破　
　
茂
君

　
　
　
　
　
　
泉
田　
裕
彦
君　
　
　
　
稲
田　
朋
美
君

　
　
　
　
　
　
岩
屋　
　
毅
君　
　
　
　
大
串　
正
樹
君

　
　
　
　
　
　
黄
川
田
仁
志
君　
　
　
　
熊
田　
裕
通
君

　
　
　
　
　
　
杉
田　
水
脈
君　
　
　
　
髙
木　
　
啓
君

　
　
　
　
　
　
中
村　
裕
之
君　
　
　
　
長
島　
昭
久
君

　
　
　
　
　
　
古
川　
禎
久
君　
　
　
　
古
屋　
圭
司
君

　
　
　
　
　
　
細
野　
豪
志
君　
　
　
　
三
谷　
英
弘
君

　
　
　
　
　
　
山
口　
　
晋
君　
　
　
　
山
田　
賢
司
君

　
　
　
　
　
　
山
本　
有
二
君　
　
　
　
大
島　
　
敦
君

　
　
　
　
　
　
奥
野
総
一
郎
君　
　
　
　
城
井　
　
崇
君

　
　
　
　
　
　
近
藤　
昭
一
君　
　
　
　
階　
　
　
猛
君

　
　
　
　
　
　
篠
原　
　
孝
君　
　
　
　
馬
場　
雄
基
君

　
　
　
　
　
　
牧　
　
義
夫
君　
　
　
　
谷
田
川　
元
君

　
　
　
　
　
　
岩
谷　
良
平
君　
　
　
　
小
野　
泰
輔
君

　
　
　
　
　
　
三
木　
圭
恵
君　
　
　
　
和
田
有
一
朗
君

　
　
　
　
　
　
大
口　
善

君　
　
　
　
河
西　
宏
一
君

　
　
　
　
　
　
國
重　
　
徹
君　
　
　
　
赤
嶺　
政
賢
君

　
　
　
　
　
　
玉
木
雄
一
郎
君　
　
　
　
北
神　
圭
朗
君

　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
衆
議
院
憲
法
審
査
会
事
務
局
長　
吉
澤　
紀
子
君

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

委
員
の
異
動

五
月
二
十
三
日

　
辞
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
欠
選
任

　
　
越
智　
隆
雄
君　
　
　
　
　
山
口　
　
晋
君

　
　
城
内　
　
実
君　
　
　
　
　
泉
田　
裕
彦
君

　
　
中
西　
健
治
君　
　
　
　
　
髙
木　
　
啓
君

　
　
山
下　
貴
司
君　
　
　
　
　
中
村　
裕
之
君

　
　
吉
田
は
る
み
君　
　
　
　
　
馬
場　
雄
基
君

　
　
青
柳　
仁
士
君　
　
　
　
　
和
田
有
一
朗
君

同
日

　
辞
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
欠
選
任

　
　
泉
田　
裕
彦
君　
　
　
　
　
青
山　
周
平
君

　
　
髙
木　
　
啓
君　
　
　
　
　
中
西　
健
治
君

　
　
中
村　
裕
之
君　
　
　
　
　
杉
田　
水
脈
君

　
　
山
口　
　
晋
君　
　
　
　
　
越
智　
隆
雄
君

　
　
馬
場　
雄
基
君　
　
　
　
　
吉
田
は
る
み
君

　
　
和
田
有
一
朗
君　
　
　
　
　
青
柳　
仁
士
君

同
日

　
辞
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
欠
選
任

　
　
青
山　
周
平
君　
　
　
　
　
城
内　
　
実
君

　
　
杉
田　
水
脈
君　
　
　
　
　
山
下　
貴
司
君

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

　
日
本
国
憲
法
及
び
日
本
国
憲
法
に
密
接
に
関
連
す
る
基

本
法
制
に
関
す
る
件（
日
本
国
憲
法
及
び
憲
法
改
正
国

民
投
票
法
の
改
正
を
巡
る
諸
問
題
）

　
　
　
　
　
―
―
―
―
◇
―
―
―
―
―

○
森
会
長　
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

　
日
本
国
憲
法
及
び
日
本
国
憲
法
に
密
接
に
関
連
す
る
基

本
法
制
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま
す
。

　
本
日
は
、
日
本
国
憲
法
及
び
憲
法
改
正
国
民
投
票
法
の

改
正
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
自
由
討
議
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
自
由
討
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幹
事
会
の
協
議
に

基
づ
き
、
ま
ず
、
各
会
派
一
名
ず
つ
大
会
派
順
に
発
言
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
各
委
員
が
自
由
に
発
言
を
行
う

こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
各
会
派
一
名
ず
つ
に
よ
る
発
言
に

入
り
ま
す
。

　
発
言
時
間
は
七
分
以
内
と
い
た
し
ま
す
。

　
発
言
時
間
の
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
お
む
ね
七
分

経
過
時
に
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
発
言
は
自
席
か
ら
着
席
の
ま
ま
で
結
構
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
発
言
の
申
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次
こ
れ
を
許
し
ま

す
。
小
林
鷹
之
君
。

○
小
林（
鷹
）委
員　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
由
民
主

党
の
小
林
鷹
之
で
す
。

　
本
日
は
、
私
か
ら
は
、
選
挙
困
難
事
態
に
お
け
る
国
会

機
能
維
持
と
広
報
協
議
会
規
程
を
始
め
と
す
る
国
民
投
票

法
に
つ
い
て
発
言
を
い
た
し
ま
す
。

　
選
挙
困
難
事
態
に
お
け
る
国
会
機
能
維
持
に
つ
き
ま
し

て
は
、
制
度
設
計
の
枠
組
み
と
し
て
は
も
は
や
大
部
分
が

固
ま
っ
て
い
て
、
い
つ
で
も
条
文
化
に
入
れ
る
段
階
ま
で

来
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
日
は
、
よ
り
よ
い
制
度
設
計

を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
提
起
さ
れ
て
い
な
い
、
や
や
技

術
的
な
論
点
を
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
丁
寧
な
議
論
を
通
じ
て
、
参
議
院
の
緊
急

集
会
は
二
院
制
の
例
外
と
し
て
設
け
ら
れ
た
暫
定
的
な
制

度
で
あ
っ
て
、
一
定
の
期
間
内
に
総
選
挙
の
実
施
が
見
通

せ
る
場
合
に
対
応
す
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
憲
法
五
十
四
条
一
項
は
、
解
散
後
四
十
日
以
内
に
総
選

挙
を
行
い
、
そ
の
選
挙
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
国
会
を

召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
衆
議
院
不
在
の
際
に
参
議
院
の
緊
急
集
会
が
対

応
す
る
期
間
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
最
大
七
十
日
程

度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
国

政
選
挙
の
適
正
な
実
施
が
七
十
日
を
超
え
て
困
難
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
選
挙
期
日
、

議
員
任
期
特
例
に
よ
り
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
が

五
会
派
の
共
通
認
識
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
問
題
と
な
る
の
が
、
解
散
後
七
十
日
以
内
の

総
選
挙
実
施
は
見
通
せ
る
け
れ
ど
も
、
解
散
後
四
十
日
以

内
と
い
う
憲
法
が
明
文
で
定
め
て
い
る
期
間
内
に
は
困
難

だ
と
い
う
場
合
で
あ
り
ま
す
。

　
仮
に
、
現
行
憲
法
の
下
で
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
恐
ら
く
、
総
選
挙
の
実
施
が
結
果
と
し
て

解
散
か
ら
四
十
日
を
超
え
て
、
憲
法
の
明
文
の
規
定
に
反

す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
法
は
不
可
能
を
強
い
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
総
選
挙
は
憲
法
違
反
で
無
効
だ

と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
場

合
、
解
散
か
ら
総
選
挙
ま
で
の
衆
議
院
不
在
の
期
間
は
参

議
院
の
緊
急
集
会
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
文
の
根
拠
規
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
、
七
十
日
を
超
え
て
総
選
挙
の
適
正
な

実
施
が
困
難
な
場
合
に
つ
い
て
、
選
挙
期
日
、
議
員
任
期

特
例
に
よ
り
対
応
す
る
た
め
の
憲
法
改
正
原
案
を
作
成
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

も
憲
法
に
明
記
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
私
は
考
え

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
五
会
派
の
間
で
は
、
総
選
挙
の
実
施
が

七
十
日
以
内
に
見
通
せ
る
場
合
は
参
議
院
の
緊
急
集
会
で

対
応
す
る
と
い
う
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
認
識
を
前
提
に
、
七
十
日
以
内
に
は
総
選
挙

を
実
施
で
き
る
が
四
十
日
は
超
え
て
し
ま
う
場
合
に
は
、

ま
ず
一
点
目
と
し
て
、
解
散
か
ら
四
十
日
以
内
の
総
選
挙

実
施
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
間
に
総
選
挙
が
実
施
で

き
な
い
と
き
は
、
一
定
の
要
件
の
下
で
例
外
的
に
総
選
挙

実
施
の
期
限
を
解
散
か
ら
七
十
日
以
内
と
す
る
こ
と
、
そ

し
て
二
点
目
と
し
て
、
こ
の
衆
議
院
不
在
の
間
は
参
議
院

の
緊
急
集
会
で
対
応
す
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
明
記
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
総
選
挙
が
四
十
日
以
内
に
実
施
で
き

な
い
も
の
の
七
十
日
以
内
に
は
実
施
で
き
る
場
合
は
参
議

憲

法

審

査

会

議

録
　
第
　
　
七
　
　
号

第
二
百
十
三
回
国
会

衆

議

院

憲
法
審
査
会
議
録
第
七
号　
令
和
六
年
五
月
二
十
三
日
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憲
法
審
査
会
議
録
第
七
号　
令
和
六
年
五
月
二
十
三
日

れ
ま
し
た
が
、
キ
ー
ウ
国
際
社
会
学
研
究
所
が
二
月
に

行
っ
た
調
査
で
は
、
国
民
の
六
九
％
が
、
戒
厳
令
が
終
わ

る
ま
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
が
大
統
領
を
務
め
る
べ
き
だ
と

回
答
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
任
期
の
再
延
期
を
司
法
の
関
与
の
下
で
可
能

と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
先
週
、
北
側
幹
事
の
方
か
ら
、
災
害
対
応
で
あ
れ
ば
任

期
延
長
は
一
年
間
と
い
う
期
間
を
区
切
る
こ
と
で
お
手
盛

り
を
心
配
す
る
こ
と
が
な
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
御
発
言
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ケ
ー
ス
で
は
一
年
間
で
は
平
時
に
戻
っ
て
い
な
い
こ

と
を
明
確
に
証
明
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
意

味
で
、
私
た
ち
は
、
任
期
の
再
延
期
と
い
う
も
の
を
司
法

の
関
与
の
下
で
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
ま
ず
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
も
う
一
点
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
は
、
戒
厳
令
下
で
の
国
政
選
挙
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
憲
法
で
は
、
大
統
領
選
に
つ
い
て
は
、
戒
厳
令
下

の
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
選
挙
実
施
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
が
現

在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
土
の
二
割
を
占
領
し
、
東
部
ハ
リ

コ
フ
州
な
ど
で
攻
勢
を
強
め
て
い
る
こ
と
や
、
戦
火
を
逃

れ
て
国
内
外
の
各
地
へ
避
難
し
て
い
る
市
民
が
、
国
民
が

多
数
で
あ
る
こ
と
等
々
で
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
も
し
仮
に
実
施
し
た
場
合
は
、
投
票
機
会
の
平
等
、

公
正
性
や
安
全
確
保
の
面
で
課
題
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
先
ほ
ど
の
調
査
で
も
、
選
挙
を
し
た
方
が
よ
い
と
答

え
た
人
は
一
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
条
件
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
が
暫
定
大
統
領

と
な
る
た
め
、
ロ
シ
ア
は
既
に
、
そ
の
正
統
性
や
合
法
性

に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
始
め
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
揺
さ
ぶ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お

け
る
緊
急
事
態
条
項
が
大
統
領
の
任
期
に
つ
い
て
記
述
が

な
く
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
に
、
戦
時
に
国
民
を
分
断
さ

せ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
等
を
考
え
る

と
、
想
定
外
、
想
定
外
と
慌
て
ず
に
済
む
よ
う
に
、
憲
法

や
法
を
し
っ
か
り
と
整
え
て
お
く
こ
と
が
い
か
に
大
切
か

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

を
持
つ
こ
と
は
、
立
法
府
と
行
政
府
と
の
関
係
を
質
的
に

変
化
さ
せ
ま
す
。
立
法
府
の
権
能
が
強
化
さ
れ
、
政
府
へ

の
監
視
機
能
が
強
ま
り
、
国
民
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
衆
議
院
自
ら
が
解
散
権
を
持
つ
こ
と
は
、
立
法
府
と
行

政
府
と
の
関
係
を
質
的
に
変
化
さ
せ
ま
す
。

　
以
上
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
三
木
委
員　
日
本
維
新
の
会
・
教
育
無
償
化
を
実
現
す

る
会
の
三
木
圭
恵
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
大
規
模
災
害
の
と
き
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て

お
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
、
日
本
が
例
え
ば
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
、
侵
略
さ
れ
た
と
き
の
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
お
話
し
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア

に
侵
攻
さ
れ
て
、
あ
し
た
で
二
年
三
か
月
が
た
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
報
道
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
軍
は
、
五
月
上
旬

に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
ハ
ル
キ
ウ
州
を
北
方
か
ら
急
襲

し
、
主
戦
場
だ
っ
た
東
・
南
部
に
続
く
新
た
な
戦
場
を
開

き
、
砲
弾
や
人
員
不
足
に
苦
し
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、
兵

力
分
散
を
狙
っ
た
ロ
シ
ア
軍
の
多
方
面
攻
撃
に
さ
ら
さ

れ
、
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
聞
の
紙
面
に
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け

た
ハ
リ
コ
フ
州
で
消
火
活
動
に
当
た
る
消
防
士
と
、
無
残

に
破
壊
さ
れ
た
建
造
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
毎
日
の
よ
う
に
戦
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
す
が
、
現
在
で
も
停
戦
な
ど
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
死
者
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
二
〇
二
四
年
二
月
二
十

六
日
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
発
表
で
は
三
万
一
千

人
、
ロ
シ
ア
で
は
、
二
〇
二
四
年
四
月
十
八
日
の
報
道
に

よ
る
と
、
確
認
で
き
た
死
者
は
五
万
人
を
超
え
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
平
和
が
訪
れ
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
任
期
が
五

月
二
十
日
に
満
了
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
伴
う
戒

厳
令
下
で
は
選
挙
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

政
権
が
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戒
厳
令
に
伴
い

昨
秋
の
国
会
議
員
選
挙
や
三
月
の
大
統
領
選
挙
が
見
送
ら

　
次
が
、
二
〇
〇
一
年
に
官
邸
に
直
属
す
る
内
閣
府
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
内
閣
府
に
は
、
複
数
の
省
庁
が
関

係
す
る
問
題
に
対
し
て
、
各
省
庁
よ
り
も
一
段
高
い
立
場

か
ら
政
策
の
企
画
立
案
、
総
合
調
整
を
行
う
と
い
う
権
限

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

縦
割
り
行
政
の
弊
害
は
確
か
に
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
一

方
で
、
首
相
官
邸
に
よ
る
政
治
主
導
も
実
質
的
に
よ
り
強

化
さ
れ
た
の
で
す
。

　
最
後
が
、
二
〇
一
四
年
に
内
閣
官
房
に
内
閣
人
事
局
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
従
来
は
実
質
的
に
各
府
省
内
で

そ
の
幹
部
の
人
事
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
首
相
官
邸
が

省
庁
の
幹
部
人
事
を
直
接
動
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
内
閣
人
事
局
の
設
置
は
、
日
本
政
治
に
お
け
る
静
か

な
革
命
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
首
相
の
権
限
の
強
さ
は
、
米
国
大
統
領
以
上
と

思
え
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
ま
で
な
ら
ば
、
政
治
主
導

と
い
う
点
で
肯
定
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
日
進
月
歩
で
先
端

技
術
が
発
展
し
、
国
際
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
今

日
に
お
い
て
は
、
政
治
が
迅
速
に
意
思
決
定
を
し
て
い
く

こ
と
は
当
然
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
首
相
の
権
限
が
強
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
政

府
を
監
視
し
、
国
民
の
権
利
を
守
る
議
会
と
し
て
の
権
能

強
化
も
必
要
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。
一
連
の
政
治

改
革
で
強
く
な
っ
た
首
相
の
権
力
を
牽
制
す
る
た
め
に
、

首
相
の
解
散
権
を
制
限
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。

　
衆
議
院
で
は
、
内
閣
不
信
任
決
議
案
が
可
決
さ
れ
る

と
、
首
相
は
解
散
か
内
閣
総
辞
職
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
解
散
は
、
首
相
の
恣
意
的

な
判
断
で
の
解
散
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
、
憲
法
七
条
で
、
内
閣
の
助
言

と
承
認
に
よ
り
天
皇
が
行
う
国
事
行
為
の
一
つ
と
し
て
、

衆
議
院
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
規
定
を
見

直
し
て
、
衆
議
院
の
自
律
解
散
と
い
う
考
え
方
が
成
り
立

ち
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
衆
議
院
議
員
の
一

定
割
合
、
例
え
ば
三
分
の
二
あ
る
い
は
過
半
数
の
賛
成
で

自
律
的
に
解
散
で
き
る
制
度
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
首
相
の
解
散
権
を
限
定
し
て
、
衆
議
院
自
ら
が
解
散
権

の
浪
費
で
済
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
、
要
綱
な
り
条
文
案
な

り
を
き
っ
ち
り
出
し
て
議
論
す
べ
き
時
期
が
来
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
最
後
に
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
で
す
。

○
大
島
委
員　
立
憲
民
主
党
、
大
島
で
す
。

　
私
の
意
見
で
あ
り
、
会
派
を
代
表
し
て
の
意
見
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
米
国
に
よ
る
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
追
加
支
援
は
、
二
〇
二
三

年
十
月
十
九
日
に
大
統
領
が
六
百
十
億
ド
ル
を
含
む
一
括

予
算
を
議
会
に
要
求
し
て
か
ら
六
か
月
後
の
二
〇
二
四
年

四
月
二
十
三
日
夜
に
よ
う
や
く
決
ま
り
ま
し
た
。

　
米
国
大
統
領
は
、
閣
僚
、
最
高
裁
判
所
判
事
等
の
指

名
、
任
命
権
、
条
約
の
締
結
権
、
連
邦
議
会
の
上
下
院
を

通
過
し
た
法
案
の
拒
否
権
の
ほ
か
、
米
軍
の
最
高
司
令
官

と
し
て
の
指
揮
権
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
統
領
に
は
、
予
算
関
連
法
案
を
含
め

て
、
法
案
を
提
出
す
る
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
案
提
出

権
限
は
連
邦
議
会
の
上
下
両
院
議
員
だ
け
に
し
か
な
く
、

大
統
領
は
、
年
次
教
書
演
説
を
通
し
て
、
上
下
両
院
議
員

に
大
統
領
の
方
針
に
沿
っ
た
法
案
を
提
出
す
る
よ
う
に
促

す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
な
の
で
す
。
法
案
の
拒
否
権
も
、

上
下
両
院
が
三
分
の
二
の
多
数
で
再
可
決
、
再
度
可
決
し

た
場
合
、
覆
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
条
約
の
批
准

や
閣
僚
、
最
高
裁
判
所
判
事
等
の
任
命
に
当
た
り
、
上
院

の
助
言
と
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
米
国
大
統
領
は
最
高
司
令
官
と
し
て
世
界

最
強
の
米
軍
を
自
由
に
動
か
せ
る
指
揮
権
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
他
国
か
ら
は
強
い
指
導
者
と
映
る
の
で
し
ょ

う
。

　
一
方
、
我
が
国
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一
九
九
四
年
の

政
治
改
革
で
、
小
選
挙
区
制
と
、
政
党
運
営
を
国
費
に

よ
っ
て
賄
う
政
党
助
成
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
候
補
者
の
公
認
権
と
党
の
資
金
の
配
分
権
が
派

閥
や
労
働
組
合
か
ら
党
執
行
部
に
移
り
ま
し
た
。
会
社
も

そ
う
で
す
が
、
金
と
人
事
を
握
る
こ
と
が
組
織
を
掌
握
す

る
要
諦
で
す
。
特
に
政
権
与
党
の
場
合
、
党
執
行
部
の

ト
ッ
プ
が
首
相
な
の
で
、
党
、
つ
ま
り
与
党
議
員
に
対
し

て
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。


